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研究成果の概要 

海洋のプランクトンは，周囲の環境や他生物と相互作用しながら生態系を支え，物質循環を駆動して

いる．特に光合成する藻類と共生する「光共生種」は貧栄養海域で重要な構成生物であるが，その多様

性や存在量の把握は困難であり，光共生の機能の理解も十分ではない．本研究では，海洋の光共生を，

多様な生物が織りなすネットワークと捉え，その全貌解明と物質循環への寄与の解明を目指している． 

研究中断明けと研究機関移動が重なったため，2024年度前半は，新規研究環境の構築に時間を要した．

そのため全体的な進捗は遅れている．メタバーコーディング解析は，まだ RNA を用いた実験を行える

環境が整っていないことから，DNA をベースとした解析を進めている．今年度は，主に環境サンプル

（海水のフィルターサンプル）を対象にしたメタバーコーディング解析を実施し，2度のシーケンスで

計 270サンプルの 18S-V9アンプリンコン配列を得た．このうち半数は，有孔虫特異的プライマーを組

み合わせており，通常のユニバーサルプライマーでは埋もれてしまう有孔虫の配列も，同一サンプルか

ら得られている．これについては現在データ解析を進めている段階である． 

また，浮遊性有孔虫個体に対して DNA メタバーコーディングを適用し，どのような共生藻とパートナ

ーシップを築いているか，また宿主の系統関係の中で共生藻がいつ獲得されてきたのかを明らかにし

た研究が国際誌に掲載された．本成果についてはプレスリリースを行った． 

さらに本年度は，船舶を用いたサンプリングを相模湾において 2度実施した．採取した試料は，有孔

虫と共生藻の遭遇確率を求める課題において，有孔虫の移動速度を実測から求めるべく，生体個体の沈

降実験に供した．実験手法等まだ改善の余地はあるものの，予察的なデータとして，棘を伸ばしている

状態の浮遊性有孔虫 Trilobatus sacculifer 成体個体の沈降速度はおおよそ 2mm/s と見つもられ，棘を落とし

た状態と比較して 1/5 程度まで遅くなることが明らかとなった．これらのデータも踏まえ，前年度取得している

共生藻の存在量の情報から，遭遇確率について考察を深めていく予定である．  
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